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第２４期 第８回総会 

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録 

（令和３年１月２９日） 

 

 

〇開催日時  令和３年１月２９日（金） 

午前１０時００分から午前１１時５５分 

 

〇開催場所  別海町役場 ４階 議場 

 

〇議事日程  

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤 

強化促進法） 

日程第 ２ 報告第２号 農地法第４条の許可書の交付について 

日程第 ３ 報告第３号 農地法第５条の許可書の交付について 

日程第 ４ 報告第４号 農地法第６条１項の規定による農地所有適格法人の 

定期報告について 

 

日程第 ５ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について 

日程第 ６ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る 

要請について 

日程第 ７ 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第５号 別海町農用地利用集積計画の決定について 

日程第１０ 議案第６号 農地等に係る贈与税の納税猶予の適用に関する証明 

について 
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〇出席委員（２６名） 

会     長 ２７番 小 野 榮 一                

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝                

 

１番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂   

３番 齊 藤 主 夫   ４番 市 川 義 晴   

５番 石 毛   剛   ６番 藤 田 浩 義   

７番 中 洞   薫   ８番 加 藤 真 純   

９番 畠 山 友 子  １１番 芳 賀   均   

１２番 中 村 繁 男  １３番 小 島   敏   

１４番 羽 石 健 一  １５番 加 藤 和 広   

１６番 内 藤 宏 幸  １７番 阿 部   浩   

１８番 藤 井   実  １９番 木 幡   誠   

２０番 浦 山 宏 一  ２１番 山 田 良 雄   

２２番 押 田 賢 二  ２３番 林   武 雄   

２４番 伊 藤 一 吉  ２５番 竹 花 新 吉   

 

〇欠席委員（１名） 

１０番 大 内 敏 光                

 

〇農業委員会事務局出席職員 

  事  務  局 事務局長 中 村 公 一 

  総 務 担 当  主幹   木 直 人 

  農地調整担当  主査  藤 巻 成 司 

  農地調整担当  主任  山 下 真 弘 

  農地調整担当  主任  川 原 浩 貴 

 

 

〇傍聴人（０名） 

 

 

〇議事録署名委員       

１３番 小 島   敏  １４番 羽 石 健 一   
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。 

 

 

令和  年  月  日 

 

署名者 

 

議   長  小 野  榮 一  ㊞ 

 

議席１３番  小 島    敏  ㊞ 

 

議席１４番  羽 石  健 一  ㊞ 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣言 

〇事務局（中村事務局長） 

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。 

〇小野会長 

皆さんおはようございます。 

（会務報告がある） 

本日は報告４件、議案６件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（小野会長） 

それでは、ただいまから、第８回農業委員会総会を開催いたします。 

ただいま出席している委員は２６名でございます。 

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。 

なお、欠席委員につきましては１０番大内委員です。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。１３番小島委員、１４番羽石委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。 

 

◎日程第１ 報告第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について」を議題に供

します。 

事務局より、報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について。次の者から農業経営基

盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利用権の設定等についてあっせ

んの申出があり、あっせんを行ったので報告する。 

本件は、全部で１１件ございます。 

第１号は、農地所有者から所有権の移転に係るあっせんの申出があり、周

辺地域における農用地の保有状況、利用状況及び将来性等を踏まえ、北海道

農業公社の買入れが必要との判断から調整を行いましたが、双方の合意が得

られず不成立となったものであります。今後の取扱いについては後の議案第

２号で提案し御審議いただく予定です。 

第２号から第１１号までの１０件は、農地売買等事業により北海道農業公

社が買い入れた土地について一時貸付を行う内容であります。旧所有者につ

きましては、第２号から第５号は齋藤順司さん。第６号及び第７号は齋藤利
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男さん。第８号及び第９号は蝦名大希さん。第１０号及び第１１号は渡正

一さんです。こちらについても後の議案第６号で提案し御審議いただく予定

であります。それでは朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北五条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 竹林孝。あっせん対象地、中春別１５１

－２２外１４筆、計３９万６,７７４㎡。農地の所有者、中春別１５１番地の

７３、石立元秀。あっせん委員、加藤真純委員外５名。あっせん結果、不成

立。 

第２号、あっせん候補者、別海４０４番地の５８、有限会社鹿毛牧場 代

表取締役 鹿毛貢。あっせん対象地、別海１４５－４外４筆、計１５万５,４

４６㎡。農地の所有者、札幌市中央区北五条西６丁目１番地２３、公益財団

法人北海道農業公社 理事長 竹林孝。あっせん委員、山田委員外８名。あ

っせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間１６万５,９４０円。次号か

ら第１１号までの農地の所有者、次号から第９号までのあっせん委員につい

ては同文ですので朗読を省略いたします。 

第３号、あっせん候補者、別海４０６番地の１１８、川﨑淳。あっせん対

象地、別海４０５－２５外４筆、計１９万２２８㎡。あっせん結果、成立。

あっせん価格、賃貸借で年間２２万３,４００円。 

第４号、あっせん候補者、別海４０５番地の２２、有限会社中原牧場 代

表取締役 中原哲。あっせん対象地、別海４０５－２６外３筆、計１１万２,

５４２㎡。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間１４万１,１２

０円。 

第５号、あっせん候補者、別海４０６番地の９７、佐々木秀一。あっせん

対象地、別海４０５－６６外４筆、計２８万１,２８６㎡。あっせん結果、成

立。あっせん価格、賃貸借で年間３２万２,７２０円。 

第６号、あっせん候補者、中西別５２番地の３０、株式会社ユナイテッド

牧場 代表取締役 深代光治。あっせん対象地、中西別３０６－２９外２５

筆、計３５万４２８㎡。あっせん結果、成立。あっせん価格、年間３３万９,

３００円。 

第７号、あっせん候補者、中西別１８５番地の１１、中鉢光男。あっせん

対象地、中西別３０６－２外６筆、計２１万４９９㎡。あっせん結果、成立。

あっせん価格、賃貸借で年間２１万６,６００円。 

第８号、あっせん候補者、別海４０１番地の８、有限会社河嶋産業 代表

取締役 河嶋和也。あっせん対象地、別海３９７－４外２１筆、 計４１万

７,７８３㎡。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間３６万８,

１２０円。 

第９号、あっせん候補者、別海３９９番地の３、栗栖津奈樹。あっせん対

象地、別海３９９－４外３筆、計１４万７,４８７㎡。あっせん結果、成立。

あっせん価格、賃貸借で年間１７万２,６４０円。 

第１０号、あっせん候補者、西春別４０７番地の１６４、有限会社石坂牧
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場 代表取締役 石坂巧。あっせん対象地、西春別４０７－１５６外２１筆、

計５１万１,０３８㎡。あっせん委員、大内敏光委員外５名。あっせん結果、

成立。あっせん価格、賃貸借で年間５６万６,１２０円。 

第１１号、あっせん候補者、西春別４１０番地の１２、宇居宏明。あっせ

ん対象地、西春別４０９－２０外３筆、計９万３,８８９㎡。あっせん結果、

成立。あっせん価格、賃貸借で年間９万３,４２０円。 

以上で報告第１号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては事務局

説明のみとさせていただきます。それでは報告第１号につきまして質疑を受

けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長(小野会長) 

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

    

◎日程第２ 報告第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第２ 報告第２号「農地法第４条の許可書の交付について」を議題に

供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主任） 

報告第２号、農地法第４条の許可書の交付について。農地法第４条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。 

本件は、１１月３０日開催の第６回総会で御審議いただいた案件で申請時

における計画どおりですので詳細については朗読を省略させていただきます。

許可日につきましては北海道農業会議の意見聴取日であります令和２年１２

月１８日としております。以上で報告第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても知事許

可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは報告第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問
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ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 

◎日程第３ 報告第３号 

〇議長（小野会長） 

日程第３ 報告第３号「農地法第５条の許可書の交付について」を議題に

供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主任） 

報告第３号、農地法第５条の許可書の交付について。農地法第５条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。 

本件は、昨年１１月３０日に開催の第６回総会で御審議いただいた案件で

あり、申請時における計画どおりですので詳細については朗読を省略させて

いただきます。 

許可日につきましては、北海道農業会議の意見聴取日であります令和２年

１２月１８日としております。以上で報告第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

知事許可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 
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異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 

 

◎日程第４ 報告第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第４ 報告第４号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主任） 

報告第４号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は１５件の報告がありました。い

ずれも農地法第２条に基づく事業要件、議決権要件及び役員要件の全てを満

たしておりました。法人名、決算期等については記載のとおりですので朗読

を省略させていただきます。以上で報告第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

法人の定期報告ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは、報告第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 

◎日程第５ 議案第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第５ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項の規定により提出された賃貸借の合意解約の通知
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について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。 

本案は１５件あります。貸主、借主双方の合意により解約された通知であ

り、土地の引き渡し時期の６か月以内に合意解約が成立しております。それ

では朗読させていただきます。 

第１号、貸人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人 

北海道農業公社 理事長 竹林孝。借人、泉川８２番地の１、福岡みち子。

解約する土地、西春別５３－７外２筆、計４万７,５８３㎡。利用権の種類、

賃借権。契約期間、平成２９年２月１日から令和３年１１月２８日。合意解

約成立の日、令和３年１月１２日。土地の引渡の時期、令和３年１月１３日。

解約の理由、合意解約。 

第１号から第４号までの貸人、第１号から第１５号までの利用権の種類、

解約の理由、第１号から第１１号までの合意解約成立の日、土地の引渡の時

期については同文ですので朗読を省略いたします。 

第２号、借人、同上。解約する土地、泉川１０５－９０外１筆、計９万８,

４７６㎡。契約期間、平成２８年１１月２９日から令和３年９月２９日。 

第３号、借人、西春別６０番地の９、卯野聡明。解約する土地、泉川１０

５－２０外２筆、計８万５,１９２㎡。契約期間、令和２年１１月２日から令

和７年８月３１日。 

第４号、借人、西春別６９番地の２１、松本光。解約する土地、西春別８

６－３外５筆、計１９万７,８３６㎡。契約期間、令和元年１１月２６日から

令和６年９月３０日。 

第５号、貸人、泉川１０６番地の３４、後藤マユコ。借人、泉川１０５番

地の１１７、高橋隆夫。解約する土地、泉川１０５－５７外６筆、計１８万

６,９２２㎡。契約期間、平成３０年４月３０日から令和５年４月２９日。 

第６号、貸人、中西別本町１７番地、藤原正一。借人、中西別１８５番地

の１１、中鉢光男。解約する土地、中西別１５４－３外１筆、計５万９,６４

９㎡。契約期間、平成３０年６月１日から令和５年５月３１日。 

第７号、貸人、中西別１８番地の５、山家哲雄。借人、中西別１７６番地

の３、臼井貴之。解約する土地、中西別２４５－４外４筆、計８万９,３４１

㎡。契約期間、平成２９年３月３１日から令和９年３月３０日。 

第８号、貸人、上春別１４４番地の１、鹿又司。借人、上春別２８０番地

の１、有限会社アイファーム 代表取締役 目黒英夫。解約する土地、上春

別１４４－２外１筆、計４万９,９２９㎡。契約期間、令和２年５月２６日か

ら令和７年５月２５日。 

第９号、貸人、上春別１２５番地の６、浅野忠之。借人、上春別１２６番

地の６、浅野修。解約する土地、上春別１２５－５外４筆、計８万７,８１０

㎡。契約期間、平成２７年６月１日から令和７年５月３１日。 

第１０号、貸人、標津郡中標津町東１１条南５丁目２番地８、油谷スミ子。

借人、上春別２６５番地の２３、佐藤繁子。解約する土地、上春別２３２－

６外１筆、計１１万５,０００㎡。契約期間、平成３１年４月２５日から令和
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６年４月２４日。 

第１１号、貸人、上春別南町７５番地、笹山ツネ外１名。借人、同上。解

約する土地、上春別２６３－２、計４万８,９７５㎡。契約期間、平成３０年

４月２１日から令和５年３月３１日。 

第１２号、貸人、標津郡中標津町西１０条南８丁目１４番地２、林義和。

借人、中西別８３番地の３８、株式会社Ｋｉｚｕｎａ 代表取締役 富田崇

史。解約する土地、中西別４６－６外４筆、計３１万２,４６２㎡。契約期間、

令和元年５月３０日から令和２年１２月３１日。合意解約成立の日、令和２

年１２月３１日。土地の引渡の時期、令和３年１月１日。次号から第１５号

までの貸人、契約期間、合意解約成立の日及び土地の引渡の時期については

同文ですので朗読を省略いたします。 

第１３号、借人、中西別７８番地の２９、飯井眞佐男。解約する土地、中

西別４９－１２外１０筆、計１６万８,０５９㎡。 

第１４号、借人、中西別５２番地の１６、株式会社ＤｉａｒｙＨｏｌｓｔ

ｅｉｎｓ 代表取締役 山賀秀一。解約する土地、中西別４１－４外１筆、

計４万７,９０２㎡。 

第１５号、借人、中西別５４番地の４４、林広利。解約する土地、中西別

５４－１外８筆、計１３万８,８４１㎡。以上で議案第１号の内容説明を終わ

ります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

合意解約案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは議案

第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第１号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎日程第６ 議案第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第６ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 
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議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく農

用地所有権移転のあっせん申出があったので、同法第１６条第１項の規定に

より当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知をするよう要請する。 

本案は１件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者であっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていただ

きます。１の所有権移転のあっせん申出者につきましては、報告第１号にお

いて所有者として朗読させていただきましたので省略させていただきます。

２の申出を受けた日は令和３年１月１５日です。３の農地中間管理機構を含

めた調整経過でありますが、あっせん会議を開催し利用調整を図りましたが、

農用地の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず調整

は不調に終わったという内容でございます。４の当該農用地の利用集積に係

る意見については、優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む

者に対する農用地の利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特

に必要と認められるといった内容で要請いたします。以上で議案第２号の内

容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは、議案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第７ 議案第３号 

〇議長（小野会長） 

日程第７ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（藤巻主査） 

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出について。

次の者から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので



 13 

許可の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の

調査書を添付してございますので併せて御参照願います。 

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海３６番地の２、坂野下武雄。借人、

別海３６番地の２、坂野下浩和。許可を受けようとする土地の表示、別海２

７９－４外１４筆、合計２６万５,２９９.５４㎡。許可を受けようとする理

由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するもので、借人は、父

から全地使用貸借を受けるものである。貸借期間は許可日から３０年間です。 

第２号、申請人の住所氏名、貸人、上風連１０９番地の１、信田實。借人、

上風連１０９番地の１、信田正義。許可を受けようとする土地の表示、上風

連５３－４外６１筆、合計１５８万１,１０８㎡。許可を受けようとする理由、

貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するもので、借人は、父から

全地使用貸借を受けるものである。貸借期間は許可日から３０年間です。 

第３号、申請人の住所氏名、貸人、上風連１２９番地の４、白岩達夫。借

人、上風連１２９番地の４、白岩あつし。許可を受けようとする土地の表示、

上風連９２－１０外３４筆、合計５２万２,８０４㎡。許可を受けようとする

理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するもので、借人は、

父から全地使用貸借を受けるものである。貸借期間は許可日から３０年間で

す。 

第４号、申請人の住所氏名、貸人、中西別２１３番地の１６、小倉紘一。

借人、中西別２１３番地の１６、小倉正弘。許可を受けようとする土地の表

示、中西別２１２－３外１６筆、合計７６万７,４６０㎡。許可を受けようと

する理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するもので、借人

は、父から全地使用貸借を受けるものである。貸借期間は許可日から３０年

間です。 

第５号、申請人の住所氏名、譲渡人、中標津町西１０条南８丁目１４番地

２、林義和。譲受人、中西別８３番地の３８、株式会社Ｋｉｚｕｎａ 代表

取締役 富田崇史。許可を受けようとする土地の表示、中西別４６－６外４

筆、合計３１万２,４６２㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、農地を

有効活用するため売り渡すもので、譲受人は、経営規模拡大のため買い受け

るものである。売買価格につきましては、１,４７０万８,９００円です。 

次号から第８号まで譲渡人の住所氏名は同文ですので、朗読を省略させて

いただきます。 

第６号、譲受人、中西別５３番地の４３、飯井智一。許可を受けようとす

る土地の表示、中西別４９－１２外１０筆、合計１６万８,０５９㎡。許可を

受けようとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため売り渡すもので、

譲受人は、経営規模拡大のため買い受けるものである。売買価格につきまし

ては９１９万６,０５０円です。 

第７号、譲受人、中西別５２番地の１６、株式会社ＤｉａｒｙＨｏｌｓｔ

ｅｉｎｓ 代表取締役 山賀秀一。許可を受けようとする土地の表示、中西

別４１－４外１筆、合計４万７,９０２㎡。許可を受けようとする理由、譲渡
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人は、農地を有効活用するため売り渡すもので、譲受人は経営規模拡大のた

め買い受けるものである。売買価格につきましては３１２万円です。 

第８号、譲受人、中西別５４番地の４４、林雅峰。許可を受けようとする

土地の表示、中西別５４－１外８筆、合計１３万８,８４１㎡。許可を受けよ

うとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため売り渡すもので、譲受人

は、経営規模拡大のため買い受けるものである。売買価格につきましては８

８２万１,４００円です。以上で、議案第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調整に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては２１番山田委員。２号

及び３号につきましては１３番小島委員。４号から８号につきましては２３番

林委員。それでは山田委員お願いします。 

〇２１番 山田委員 

それでは説明いたします。以前の使用貸借契約の期限が到来したことによ

り、さらに３０年間の使用貸借となります。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして小島委員お願いします。 

〇１３番 小島委員 

はい、２号と３号ですが以前からの使用貸借契約で再度の契約になります。

期間は３０年です。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして４号から８号を林委員お願いいたします。 

〇２３番 林委員 

はい、４号を説明します。これは父親から使用貸借している農地を貸借期

限が来たので許可の再設定をするものです。よろしくお願いします。 

５号、６号、７号及び８号をまとめて説明します。２年前に離農した林義

和さんは、所有地を近隣の株式会社Ｋｉｚｕｎａさん、飯井さん、株式会社

ＤｉａｒｙＨｏｌｓｔｅｉｎｓさん及び林雅峰さんの４件に賃貸していまし

たが賃貸期限に合わせて、この４件を売買するものですのでよろしくお願い

します。以上です。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第３号の委員説明が終わりました。

ここで議案第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ござ

いませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 
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（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第３号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎日程第８ 議案第４号 

〇議長（小野会長） 

続きまして日程第８ 議案第４号「農地法第４条第１項の規定による許可 

申請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（藤巻主査） 

議案第４号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本件につきましては立地基準及び一般基準を満たし、農用

地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障が生ずる恐れがないものと

判断しております。それでは議案を朗読します。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、本別６１－１３、面積３万３,

４６１㎡のうち１,０６４.８０㎡。本別６１－１５、面積１万１,８８７㎡。

合計１万２,９５１.８０㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、バンガーサ

イロ外、計１万２,９５１.８０㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農

地法第４条第６項。土地利用計画、農用地。転用者、本別６１番地の１３、

株式会社エトス 代表取締役 中垣博志。本件につきましては、昨年の夏に

農協の方から相談がありまして、事前に現地調査を実施して確認していると

ころでございます。以上、議案第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査委員の説

明を求めます。５番石毛委員お願いします。 

〇５番 石毛委員 

はい、説明いたします。本別地区のＴＭＲセンターで株式会社エトスなの

ですが、構成員が２名ほど新しく加入し、草地面積も増えましたのでバンガ

ーサイロを１０基ほど建設する予定でございます。今までの施設に並んで建

設ということですので御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第４号の委員説明が終わりました。

ここで議案第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ござ

いませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 
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求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

（１０時５０分から１１時０５分まで休憩） 

 

◎日程第９ 議案第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第９ 議案第５号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議

題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第６号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５の１の（６）による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。 

本件は全部で３１件ございます。内訳は、所有権の移転が６件、利用権の

設定が２５件でございます。それでは、所有権の移転から朗読いたします。 

第１号、所有権の移転を受ける者、西春別１３１番地の１８、大内農場株

式会社 代表取締役 大内佑輝。所有権の移転をする土地、大成８７－４外

２筆、計４万８,９２６.３㎡。所有権の移転をする者、大成７５番地の１７、

宍戸喜美。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移

転時期、令和３年２月１日。対価、２９７万６,０００円。対価の支払い方法、

指定口座に振込。対価の支払い期限、令和３年６月３０日。引渡の時期、対

価の支払日。当事者間の法律関係、売買。調整委員、加藤和広委員、石毛剛

委員。次号から第５号までの利用目的、次号から第６号までの所有権の移転

時期、対価の支払い方法、引渡の時期及び当事者間の法律関係については同

文ですので朗読を省略いたします。 

第２号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権を移転する土地、大成８

７－８、計１万５,２０８㎡。所有権の移転をする者、大成７５番地の１７、

宍戸一哉。所有権の移転の内容、対価９３万円。対価の支払い期限、同上。

調整委員、同上です。 

第３号、所有権の移転を受ける者、上春別３９番地の４、有限会社片岡牧

場 代表取締役 片岡國治。所有権の移転をする土地、上春別１２５－１外

３筆、計１２万３,５６０㎡。所有権の移転をする者、上春別１２６番地の６、

浅野修。所有権の移転の内容、対価、４００万円。対価の支払い時期、令和

３年５月３１日。調整委員、浦山委員、中洞委員。 

次号から第６号までの対価の支払い期限、次号から第５号までの調整委員

については同文ですので朗読を省略いたします。 
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第４号、所有権の移転を受ける者、上春別６６番地の２、有限会社ケー・

アイ牧場 代表取締役 石本健治。所有権の移転をする土地、上春別１２５

－１６外１筆、計３万８,３４５㎡。所有権を移転する者、同上。所有権の移

転の内容、対価、１９０万円。 

第５号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権の移転をする土地、上春

別１２５－５外２筆、計１万６,５７４㎡。所有権の移転をする者、上春別１

２５番地の６、浅野忠之。所有権の移転の内容、対価、８０万円。 

第６号、所有権の移転を受ける者、茨城県常陸大宮市小祝１５３５番地、

有限会社瑞穂農場 代表取締役 下山一郎。所有権の移転をする土地、中西

別２４５－４外７筆、計１２万２３２㎡。所有権の移転をする者、中西別１

８番地の５、山家哲雄。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放

牧地として利用。対価、４１０万４,０００円。調整委員、林委員、藤田委員。 

続いて利用権の設定です。第１号から第１０号までは報告第１号の第２号

から第１１号と重複しますので、設定する利用権から朗読させていただきま

す。 

第１号、設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利

用。始期、令和３年２月１日。終期、令和７年１１月３０日。借賃、１６万

５,９４０円。借賃の支払いの方法、毎年１２月１０日までに指定口座に振込

むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。次号から第１０号まで利用権

の種類、内容、始期、終期、借賃の支払いの方法及び当事者間の法律関係は

同文ですので朗読を省略いたします。 

第２号、借賃、２２万３,４００円。 

第３号、借賃、１４万１,１２０円。 

第４号、借賃、３２万２,７２０円。 

第５号、借賃、３３万９,３００円。北海道農業公社以外の権原者等、釧路

市緑ケ岡５丁目６番９号、北海道電力ネットワーク株式会社釧路支店 電力

部長 齊藤幸則。権原の種類、地役権。 

第６号、借賃、２１万６,６００円。 

第７号、借賃、３６万８,１２０円。 

第８号、借賃、１７万２,６４０円。 

第９号、借賃、５６万６,１２０円。北海道農業公社以外の権原者等、釧路

市緑ケ岡５丁目６番９号、北海道電力ネットワーク株式会社釧路支店、電力

部長 齊藤幸則。権原の種類、地役権。 

第１０号、借賃、９万３,４２０円。 

第１１号、利用権の設定を受ける者、泉川８２番地の１、株式会社どんぐ

り牧場 代表取締役 福岡みち子。利用権を設定する土地、西春別５３－７

外２筆、計４万７,５８３㎡。利用権の設定をする者、札幌市中央区北５条西

６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 竹林孝。設定す

る利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利用。始期、令和３

年２月１日。終期、令和３年１１月２８日。借賃、５万８,８２０円。借賃の
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支払いの方法、毎年１２月１０日までに指定口座に振込むものとする。当事

者間の法律関係、賃貸借。調整委員、竹花委員、及川委員。 

次号から第１４号までの利用権の設定をする者及び借賃の支払い方法、次

号から第２３号までの利用権の種類及び当事者間の法律関係、次号から第１

５号までの内容、次号から第２４号までの始期については同文ですので朗読

を省略いたします。 

第１２号、利用権の設定を受ける者、同上。利用権を設定する土地、泉川

１０５－９０外１筆、計９万８,４７６㎡。設定する利用権、終期、令和３年

９月２９日。借賃、１０万４,３００円。調整委員、同上。 

第１３号、利用権の設定を受ける者、西春別６０番地の９、株式会社Ｃｏ

ｗ‘ｓＦａｍｉｌｙ 代表取締役 卯野聡明。利用権を設定する土地、泉川

１０５－２０外２筆、計８万５,１９２㎡。設定する利用権、終期、令和７年

８月３１日。借賃、１０万７,９４０円。調整委員、及川委員、大内委員。 

第１４号、利用権の設定を受ける者、西春別６９番地の２１、株式会社ぴ

かる君 代表取締役 松本光。利用権を設定する土地、西春別８６－３外５

筆、計１９万７,８３６㎡。設定する利用権、終期、令和６年９月３０日。借

賃、２５万６,１００円。調整委員、大内委員、及川委員。 

第１５号、利用権の設定を受ける者、泉川１０５番地の１１７、株式会社

高橋牧場 代表取締役 高橋隆夫。利用権の設定をする土地、泉川１０５－

５７外６筆、計１８万６,９２２㎡。利用権の設定をする者、泉川１０６番地

の３４、後藤マユコ。設定する利用権、終期、令和５年４月２９日。借賃、

３７万２,０００円。調整委員、木幡委員、竹花委員。次号から第１７号まで

の借賃の支払いの方法については同文ですので朗読を省略いたします。 

第１６号、利用権の設定を受ける者、中西別８３番地の３８、株式会社Ｋ

ｉｚｕｎａ 代表取締役 富田崇史。利用権を設定する土地、中西別１５４

－３外１筆、計５万９,６４９㎡。 

利用権の設定をする者、中西別本町１７番地、藤原正一。設定する利用権、

内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。終期、令和５年５月３１日。借賃

９万９,０００円。調整委員、林委員、藤井委員。 

第１７号、利用権の設定を受ける者、上春別１１８番地の７、坂脇輝美。

利用権を設定する土地、上春別１４４－２外１筆、計４万９,９２９㎡。利用

権の設定をする者、上春別１４４番地の１、鹿又司。設定する利用権、内容、

牧草畑として利用。終期、令和７年５月２５日。借賃１８万５,０００円。調

整委員、羽石委員、浦山委員。次号から第１９号までの内容及び調整委員に

ついては同文ですので朗読を省略いたします。 

第１８号、利用権の設定を受ける者、上春別２８０番地の１、有限会社ア

イファーム 代表取締役 目黒英夫。利用権を設定する土地、上春別２３２

－６外１筆、計１１万５,０００㎡。利用権の設定をする者、標津郡中標津町

東１１条南５丁目２番地８、油谷スミ子。設定する利用権、終期、令和１０

年１月３１日。借賃、３４万５,０００円。借賃の支払いの方法、毎年１２月
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３１日までに指定口座に振込むものとする。 

第１９号、利用権の設定を受ける者、上春別２６３番地の５、有限会社五

ノ井ファーム 代表取締役 五ノ井勝徳。利用権を設定する土地、上春別２

６３－２、計４万８,９７５㎡。利用権の設定をする者、上春別南町７５番地、

笹山ツネ外１名。設定する利用権、終期、令和８年１月３１日。借賃、１２

万円。借賃の支払いの方法、毎年１０月３１日までに指定口座に振込むもの

とする。 

第２０号、利用権の設定を受ける者、上春別３９番地の４、有限会社片岡

牧場 代表取締役 片岡國治。利用権を設定する土地、上春別１００－５外

３筆、計７万６,１１０㎡。利用権の設定をする者、上春別１２６番地の６、

浅野修。設定する利用権、内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。終期、

令和１３年１月３１日。借賃、１９万７,０００円。借賃の支払いの方法、毎

年１１月３０日までに指定口座に振込むものとする。調整委員、浦山委員、

中洞委員。次号から第２２号までの利用権の設定をする者、次号から第２３

号までの終期、借賃の支払いの方法及び調整委員については同文ですので朗

読を省略いたします。 

第２１号、利用権の設定を受ける者、大成８０番地の３、有限会社菅野牧

場 代表取締役 菅野孝徳。利用権を設定する土地、上春別１２７－２外５

筆、計９万８,０２１.２５㎡。設定する利用権、内容、同上。借賃、２９万

４,０００円。 

第２２号、利用権の設定を受ける者、上春別１００番地の１８、佐久間淳。

利用権を設定する土地、上春別１２８－１外１筆、計４万６,１３３㎡。設定

する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、１２万４,２００円。 

第２３号、利用権の設定を受ける者、上春別３９番地の４、有限会社片岡

牧場 代表取締役 片岡國治。利用権を設定する土地、上春別１２５－６外

１筆、計７万１,２３６㎡。利用権の設定をする者、上春別１２５番地の６、

浅野忠之。設定する利用権、内容、同上。借賃１７万３,０００円です。 

第２４号、利用権の設定を受ける者、泉川１０５番地の１１７、株式会社

高橋牧場 代表取締役 高橋隆夫。利用権を設定する土地、西春別９６－１

外５０筆、計１３６万２,７５２.６３㎡。利用権の設定をする者、泉川１０

５番地の１１７、高橋隆夫。設定する利用権、利用権の種類、使用貸借権。

内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。終期、令和２３年１月３１日。当

事者間の法律関係、使用貸借。調整委員、木幡委員、竹花委員。以上で議案

第５号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。ここで調整に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。所有権移転の１号と２号につきましては

１５番加藤和広委員。３号から５号につきまして２０番浦山委員。６号につ

きましては２３番林委員。利用権設定の１号から１０号につきましては報告

第１号で説明済みですので事務局説明とさせていただきます。利用権設定の



 20 

１１号と１２号を２５番竹花委員。１３号と１４号を１番及川委員。１５号

を１９番木幡委員。１６号につきましては２３番林委員。１７号から１９号

につきましては１４番羽石委員。２０号から２３号につきましては２０番浦

山委員。２４号につきまして１９番木幡委員。それでは所有権移転の１号、

２号につきまして加藤和広委員お願いいたします。 

〇１５番 加藤和広委員 

はい、説明いたします。１号２号案件ですが、宍戸一哉さんが近隣の近藤

さんが休農して、近藤さんの土地を北海道農業公社から買い取ることになっ

たので飛び地を手放したいということで調整した結果、隣接している大内農

場株式会社が取得することになりました。この案件は昨年６月に現地評価を

しましたが、宍戸喜美さんの親子間での使用貸借の更新で今回上がってきた

案件ですのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして浦山委員お願いします。 

〇２０番 浦山委員 

はい、説明いたします。浅野修さんですが、今年度の３月をもって休農さ

れることになりました。それで所有している農地について一部売買と一部賃

貸というようなことで、調整を進めてまいりました。３号については有限会

社片岡牧場さん、４号については有限会社ケー・アイ牧場さんにそれぞれ近

隣の農家との調整もついております。５号については議案第１号で審議して

いただいた浅野忠之さん、これは修さんが賃貸をしていた畑でありますけれ

ども、今回解約をしてこの浅野修さんと浅野忠之さんの土地が隣接していま

すので、一緒に４号、５号で有限会社ケー・アイ牧場さんに取得していただ

くということで調整もついております。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして林委員お願いします。 

〇２３番 林委員 

６号のこの土地は山家さんが臼井貴之さんに賃貸していた土地なのですが、

臼井さんから解約の申出がありまして、この土地の隣接している有限会社瑞

穂農場さんに売買するものですのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして利用権の設定の１１号、１２号につきまして竹花委員お願いし

ます。 

〇２５番 竹花委員 

それでは説明します。１１号、１２号ですが、これは北海道農業公社が福

岡さんに一時貸付けを行っていましたが、法人化を行ったことにより一時貸

付先を法人に変更するというものであります。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして及川委員お願いいたします。 

〇１番 及川委員 
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はい、１３号と１４号ですが法人化により今度は個人から法人が借りると

いう案件です。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして木幡委員お願いいたします。 

〇１９番 木幡委員 

説明いたします。１５号は以前から高橋さんと後藤さんとの間で賃貸をし

ていましたが高橋さんの法人化に伴う案件です。それと２５号の案件は、高

橋さん本人の土地を会社に賃貸されている案件です。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい。続きまして林委員お願いいたします。 

〇２３番 林委員 

１６号、藤原さんが中鉢さんに賃貸していた土地なのですが、中鉢さんが

近くに土地が増えたので、この土地に隣接している株式会社Ｋｉｚｕｎａさ

んと賃貸借するものです。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして羽石委員お願いいたします。 

〇１４番 羽石委員 

御説明いたします。１７号ですが有限会社アイファームが鹿又さんから賃

貸していた畑ですが、有限会社アイファームが近隣で土地が増えたというこ

とで近隣の農家の坂脇輝美さんに調整がつきました。１８号ですが佐藤繁子

さんが営農中止する予定だということで合意解約されたので、近隣で隣接し

ている有限会社アイファームに調整がついたものです。１９号も佐藤繁子さ

んが営農中止されるということで、近隣の有限会社五ノ井ファームで調整が

ついたものですのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、続きまして浦山委員お願いいたします。 

〇２０番 浦山委員 

はい、説明します。先ほど説明をさせていただいた浅野修さんが所有して

いた畑でありますが、２０号を有限会社片岡牧場さん、２１号を有限会社菅

野牧場さん、２２号を佐久間淳さんにそれぞれ調整がついておりますし、２

３号の浅野忠之さんにつきましては、先ほど申し上げたように浅野修さんと

の合意解約の上、有限会社片岡牧場さんに借りていただくというようなこと

で、それぞれ調整がついておりますのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第５号の委員説明が終わりました。それでは、議案第５号につ

きまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので採決に入ります。否決の方の挙手を求めます。 
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〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（会長） 

挙手なしということですので、議案第５号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第１０ 議案第６号 

〇議長（小野会長） 

続きまして日程第１０ 議案第６号「農地等に係る贈与税の納税猶予の適

用に関する証明について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主任） 

議案第６号、農地等に係る贈与税の納税猶予の適用に関する証明について。

次の者から租税特別措置法第７０条の４第１項及び同条第６項並びに同法第

７０条の４の２第１項の規定の適用を受ける贈与税の納税猶予の適用に関し

証明願が提出されたので「農地等に係る贈与税及び相続税の納税猶予等の適

用に関する証明事務等の取扱いについて（令和２年４月１日付け農林省構造

改善局長通知）」の規定により証明する。 

本議案の説明前に贈与税の納税猶予制度について説明させていただきます。

贈与税の納税猶予制度は、父若しくは母などの贈与者から、その農業に供し

ている農地の全部を後継者、推定相続人の１人に贈与した場合には、後継者

に課税される贈与税の納税を猶予し、贈与者または後継者のいずれかが死亡

したときに免除されるという制度です。それでは議案について説明させてい

ただきます。 

本議案は、農地等についての贈与税の特例適用を継続して受けるため、申

告期限の翌日から起算して毎３年を経過する日までに提出しなければならな

いと租税特別措置法第７０条の４第２７項に規定されております。提出する

届出書には農業を引き続き行っている旨の農業委員会の証明を要するとされ

ていることから、その要件に該当する旨の証明についてお諮りするものです。 

本年度の対象者につきましては、自らが農業経営を続けていることを証明

する租税特別措置法第７０条の４第１項の該当者が１５件、その受贈者が農

業者年金受給に伴い推定相続人の１人に使用貸借するため農地の移動はなか

ったものとみなされる同法第７０条の４第６項の該当者が１件、納税猶予の

規定の適用を受ける農地等について特定貸付されていることを証明する同法

第７０条の４、４の２第１項の該当者が５件の合計２１件であります。以上

で、議案第６号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。この案件も納税猶予の案

件ですので事務局説明とさせていただきます。 

ここで議案第６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ご
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ざいませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第６号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎閉会宣言 

〇議長（小野会長） 

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。 

これをもちまして、第８回総会を閉会します。 

 


